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後
期
高
齢
者
が
増
え
る
２
０
２

５
年
に
向
け
た
本
市
の
状
況
は
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一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し

て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
　

月
定
例
会
で
は
、　

月　

日
・　

日
・　

日
の
本
会
議
で　

人
の
議

１２

１２

１２

１３

１４

１６

員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
、
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
以
下
は
質
問
・

答
弁
の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
５
ペ
ー
ジ
ま
で
続
き
ま
す
）。

議
案
は
、こ
の
よ
う
に 

審
議
さ
れ
ま
す 

市長や議員 
が提出 

本
会
議
で
議
案 

の
提
案
説
明 

委
員
会
審
査 

議
案
に
対
す
る
質
疑 

本
会
議
で
委
員
会
の 

審
査
結
果
を
報
告 

報
告
に
対
す
る
質
疑 

討
　  

論（
賛
成

反
対
） 

採
　  

決（
可
決

否
決
） 

所
管
委
員
会
に
付
託 

（
審
査
を
委
ね
る
こ
と
） 

 

市長に結果を送付 

意見書は国・県など 
関係行政庁に提出 

委員会で審査をしないもの 

護
給
付
費
の
増
加
と
介
護
保
険
料

の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
が
、
今
後

の
事
業
展
開
に
よ
り
抑
止
が
可
能

と
考
え
る
。
元
気
な
高
齢
者
の
居

場
所
は
、
高
齢
者
福
祉
会
館
や
地

域
高
齢
者
憩
い
の
家
が
あ
り
、
趣

味
の
サ
ー
ク
ル
活
動
や
囲
碁
、
将

棋
、カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、高
齢
者
自
ら

が
活
動
し
た
い
内
容
に
応
じ
て
自

主
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。ま
た
、

元
気
な
高
齢
者
が
支
援
の
担
い
手

と
な
れ
る
よ
う
、
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
検
討
協
議
会
で
検
討
す
る
と

と
も
に
、
担
い
手
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
研
修
も
開
催
し
て
い
る
。

（
ほ
か
に「
学
力
向
上
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

　

問　

平
成　

年
は
団
塊
の
世
代

３７

が　

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
な

７５
り
、
医
療
や
介
護
な
ど
の
社
会
保

障
財
政
の
運
営
に
大
き
な
影
響
が

出
る
た
め
、
２
０
２
５
年
問
題
と

言
わ
れ
て
い
る
。
国
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
地
域

の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
世

代
交
流
、
多
機
能
型
福
祉
の
小
さ

な
拠
点
の
整
備
、
全
て
の
人
が
地

公
明
党　
　
　

井
上　

賢
二

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
人
材
の
連
携
な
ど

の
対
策
を
進
め
て
い
る
。
本
市
で

も
元
気
で
自
立
し
て
い
る
高
齢
者

が
生
き
生
き
と
過
ご
せ
る
居
場
所

が
必
要
だ
と
思
う
が
現
状
は
ど
う

か
。
ま
た
、
元
気
な
高
齢
者
と
支

援
が
必
要
な
高
齢
者
が
共
生
で
き

る
環
境
を
整
備
し
な
い
か
。

　

答　

本
市
は
、
２
０
２
５
年
に

高
齢
者
の　

・
７
％
が　

歳
以
上

６２

７５

に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
介

く
。
拡
充
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
保
護

者
の
経
済
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
適

切
な
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
と
と
も
に
、
子
育
て
家
庭
の
経

済
的
負
担
軽
減
に
よ
り
、
安
心
し

て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
た

め
、
出
生
率
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
考
え
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
窓

口
負
担
が
無
料
に
な
る
た
め
頻
回

受
診
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
。
対

応
策
と
し
て
は
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

薬
品
の
活
用
な
ど
を
周
知
し
て
い

る
。さ
ら
に
、保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
心
と
体
の
電
話
健
康
相
談
を

　

時
間
体
制
で
実
施
し
て
お
り
、

２４受
診
前
の
活
用
を
勧
め
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
子
育
て
支
援
の
さ
ら

な
る
拡
充
」
を
質
問
）

　

問　

全
国
で
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
子
ど
も
が
保
護
者
の
経
済

的
状
況
に
か
か
わ
ら
ず
安
心
し
て

健
や
か
に
成
長
で
き
る
取
り
組
み

が
重
要
と
考
え
る
。
市
長
は
所
信

表
明
で
、
小
児
医
療
費
助
成
対
象

者
の
拡
充
を
早
期
に
実
現
で
き
る

よ
う
財
源
を
整
理
し
た
上
で
取
り

組
ん
で
い
く
と
示
し
た
が
、
現
在

の
状
況
は
。
本
市
の
小
児
医
療
費

志
政
あ
や
せ　

金
江　

大
志

助
成
は
、
通
院
は
小
学
校
６
年
生

ま
で
、
入
院
は
中
学
校
３
年
生
ま

で
だ
が
、
と
も
に
中
学
校
３
年
生

ま
で
に
拡
充
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
は
。
拡
充
に
伴

い
、
通
院
す
る
方
が
増
え
る
と
、

本
当
に
受
診
が
必
要
な
方
が
受
診

で
き
な
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
と
聞
く
が
、
市
の
対
策
は
。

　

答　

通
院
医
療
費
の
中
学
校
３

年
生
ま
で
の
拡
充
は
、
平
成　

年
２９

７
月
を
目
途
に
準
備
を
進
め
て
い

小
児
医
療
費
助
成
対
象
の

拡
充
に
向
け
た
市
の
考
え
は

流
を
通
じ
た
社
会
性
の
育
成
を
図

る
た
め
、
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人

と
向
き
合
っ
た
支
援
を
目
指
し
て

実
施
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
か

ら
は
、
高
校
の
こ
と
を
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
、
勉
強
に
前
向
き
に

な
っ
た
、
保
護
者
か
ら
は
、
友
人

関
係
が
生
ま
れ
、
意
欲
面
で
の
進

歩
を
子
ど
も
た
ち
自
身
が
実
感
し

て
い
る
な
ど
の
意
見
を
聞
い
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
は
生
活
保
護
受

給
世
帯
が
対
象
だ
が
、
就
学
援
助

世
帯
へ
の
拡
大
や
、
開
催
場
所
の

増
設
な
ど
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に「
病
児
保
育
に
つ
い
て
」

「
平
成　

年
度
の
学
力
学
習
状
況

２８

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
」「
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」を
質
問
）

　

問　

市
は
、
平
成　

年
度
よ
り

２８

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
の
一

環
と
し
て
、
生
活
困
窮
世
帯
の
中

学
生
に
対
す
る
学
習
支
援
事
業
を

始
め
て
い
る
。
生
活
困
窮
世
帯
の

子
ど
も
の
社
会
的
自
立
を
促
す
意

味
で
も
必
要
な
施
策
と
考
え
る

が
、
こ
の
事
業
の
目
的
や
実
際
に

通
っ
て
い
る
生
徒
、
保
護
者
の
反

応
は
ど
う
か
。
ま
た
、
現
在
、
生

志
政
あ
や
せ　

古
市　
　

正

活
保
護
受
給
世
帯
の
中
学
生
を
対

象
と
し
て
い
る
が
、要
保
護
、準
要

保
護
世
帯
が
多
い
本
市
の
実
情
の

中
で
、
貧
困
の
連
鎖
の
防
止
を
図

る
た
め
に
も
、
対
象
の
拡
大
や
、

現
在
、
一
カ
所
で
行
わ
れ
て
い
る

開
催
場
所
の
増
設
な
ど
事
業
の
拡

充
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答　

学
習
支
援
事
業
は
、
仲
間

同
士
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

な
ど
の
協
調
性
や
、
自
ら
取
り
組

も
う
と
す
る
自
主
性
、
世
代
間
交

生
活
困
窮
世
帯
の
中
学
生
に

対
す
る
学
習
支
援
の
拡
充
を

１月９日、成人式会場に集まった華やかな晴れ着姿の新成人
たち＜オーエンス文化会館にて＞


